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こんぶ研究会機関誌 

北
海
道
産
こ
ん
ぶ
の
置
か
れ
て
い
る
現

状
を
理
解
し
、
そ
の
状
況
の
改
善
の
た
め

の
研
究
や
学
習
を
大
学
等
と
連
携
し
て
行

い
、
会
員
自
ら
も
、
生
涯
学
習
者
と
し
て

自
己
啓
発
に
努
め
、
会
員
相
互
の
学
習
を

支
え
あ
う
こ
と
を
目
的
に
、
本
年
７
月
20

日
、
こ
ん
ぶ
研
究
会
が
任
意
団
体
と
し
て

組
織
さ
れ
ま
し
た
。 

 
代
表
に
は
、
北
海
道
大
学
北
方
生
物
圏

フ
ィ
ー
ル
ド
科
学
セ
ン
タ
ー
・
水
圏
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
・
室
蘭
臨
界
実
験
所
の
四
ツ
倉

典
滋
助
教
が
就
任
し
ま
し
た
。
事
務
局
・

会
計
担
当
に
は
北
海
道
大
学
創
成
科
学
共

同
研
究
機
構
リ
エ
ゾ
ン
部
の
舟
橋
正
浩
学

術
研
究
員
が
就
任
し
ま
し
た
。
以
下
、
会

員
と
し
て
北
海
道
大
学
の
川
下
浩
一
産
学

官
連
携
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー(

文
部
科
学

省
派
遣)

、
株
式
会
社
芙
蓉
海
洋
開
発
技
術

部
の
江
端
弘
樹
係
長
の
計
４
人
体
制
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。 

 

事
務
局
所
在
地
は
、 

〒
０
０
１
｜
０
０
２
１ 

札
幌
市
北
区
北
21
条
西
11
丁
目 

北
海
道
大
学
創
成
科
学
共
同
研
究
機
構 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
棟
１
階 

 

リ
エ
ゾ
ン
オ
フ
ィ
ス
内 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
１
１
・
７
０
６
・
７
１
８
７ 

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
１
１
・
７
０
６
・
７
３
０
６ 

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

お
近
く
に
お
越
し
の
際
は
、
是
非
お
立 

 

ち
寄
り
く
だ
さ
い
。 

 

▲熊石サイトを視察する四ツ倉代表(右)と江端氏(左) 



こ
ん
ぶ
研
究
会 

会
則 

(

名
称) 

第
一
条 

こ
の
会
は
こ
ん
ぶ
研
究
会
と
称

す
る
。 

 (

事
務
局) 

第
二
条 

事
務
局
を
北
海
道
大
学
創
成
科

学
共
同
研
究
機
構
リ
エ
ゾ
ン
部

に
お
く
。 

 (

目
的) 

第
三
条 

こ
の
会
は
、
北
海
道
産
こ
ん
ぶ 

の
置
か
れ
て
い
る
現
状
を
理
解 

し
、
そ
の
状
況
の
改
善
の
た
め 

の
研
究
や
学
習
を
大
学
等
と
連 

携
し
行
い
、
会
員
自
ら
も
、
生 

涯
学
習
者
と
し
て
自
己
啓
発
に 

努
め
、
会
員
相
互
の
学
習
を
支 

え
あ
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

 (

事
業) 

第
四
条 

こ
の
会
は
、
前
条
の
目
的
を
達 

成
す
る
た
め
に
次
の
事
業
を
行 

う
。 

１
． 

こ
ん
ぶ
の
研
究
成
果
等
を
分
か
り 

 

や
す
く
市
民
に
伝
え
る
活
動
を
お 

こ
な
う
。 

２
． 

地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
こ
ん
ぶ
に 

関
す
る
食
や
文
化
の
学
習
支
援
活 

動
を
す
る
。 

３
． 

こ
ん
ぶ
に
関
す
る
各
種
事
業
を
、 

学
び
理
解
す
る
学
習
会
を
開
く
。 

４
． 

会
員
相
互
の
こ
ん
ぶ
に
関
す
る
理

解
を
高
め
る
た
め
の
学
習
会
を
開

く
。 

５
． 

会
員
の
こ
ん
ぶ
に
関
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
と
学
習
を
支
援
す
る 

た
め
の
環
境
を
整
備
す
る
。 

６
．
会
員
及
び
こ
ん
ぶ
に
関
わ
る
人
々 

と
親
睦
・
交
流
を
図
る
。 

７
． 

そ
の
他
、
前
条
の
目
的
達
成
に
必 

要
な
事
業 

 (

会
員) 

第
五
条 

こ
の
会
は
、
前
二
条
の
趣
旨
に 

賛
同
す
る
者
を
会
員
と
す
る
。 

 (

組
織) 

第
六
条 

こ
の
会
に
、
次
の
役
員
を
メ
ン 

バ
ー
と
す
る
運
営
委
員
会
を
お 

く
。 

１
） 

会
長 

一
名 

 

事
務
局
兼
会
計 

一
名 

 

運
営
委
員 

若
干
名 

２
） 

役
員
は
、
総
会
に
お
い
て
選
出 

し
、
そ
の
任
期
を
２
年
と
し
、 

再
任
を
妨
げ
な
い
。 

３
） 

会
長
は
、
会
を
代
表
し
、
会
務 

を
総
理
す
る
。 

４
） 

事
務
局
は
、
会
の
庶
務
を
担
当 

し
、
会
長
を
補
佐
す
る
。 

５
） 

会
計
は
、
会
の
会
計
を
担
当
し
、 

事
務
局
を
補
佐
す
る
。 

６
） 

運
営
委
員
は
、
会
の
運
営
企
画 

を
担
当
す
る
。 

 (

会
議) 

第
七
条 

こ
の
会
は
、
次
の
会
議
を
開
催 

す
る
。 

１
． 

総
会 

年
一
回
会
長
が
こ
れ
を
招 

集
し
、
出
席
会
員
の
過
半 

数
を
も
っ
て
決
定
す
る
。 

(

事
業
計
画
・
収
支
予
算
・ 

規
約
の
改
廃
・
役
員
互
選 

等) 
 

２
．
運
営
委
員
会 

 
 
 
 
 
 

定
期
的
に
開
催
す
る
こ
と 

と
し
、
会
長
は
、
開
催
日 

時
、
開
催
場
所
を
決
定
し
、 

主
催
す
る
。
ま
た
必
要
に 

応
じ
臨
時
に
会
長
が
召
集 

で
き
る
。 

(

事
業
計
画
・
収
支
予
算
等 

の
実
行
及
び
企
画
等
作
成 

し
審
議
す
る) 

 (

会
計) 

第
八
条 

こ
の
会
の
会
計
は
、
会
費
、
寄 

付
金
そ
の
他
の
収
入
を
も
っ
て 

充
て
る
。 

 

２
）
正
会
員
の
会
費
は
、
１
２
０
０
円 

／
年
と
す
る
。 

 

３
）
会
計
年
度
は
、
毎
年
４
月
１
日
か 

ら
翌
年
３
月
31
日
ま
で
と
す
る
。 

 

４
）
会
計
決
算
は
年
度
終
了
後
、
最
初 

に
開
か
れ
る
総
会
に
て
承
認
を
受 

け
る
。 

 (

補
則) 

第
九
条 

こ
の
会
則
に
定
め
な
い
事
項 

 

に
つ
い
て
は
、
運
営
委
員
会
に 

て
決
定
す
る
。 

 

附
則 

 (

施
行
期
日) 

 

１
． 

こ
の
会
則
は
、
平
成
19
年
４
月 

20
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 



事
業
報
告 

(

２
０
０
６
年
度) 

 

当
会
発
足
前
の
２
０
０
６
年
度
に
行
わ

れ
た
事
業
を
報
告
し
ま
す
。 

 

■
第
一
回
こ
ん
ぶ
種
苗
養
殖
予
備
実
験
事

業(

せ
た
な
町
大
成
区
・
八
雲
町
熊
石
区) 

 

２
０
０
７
年
１
月
26
日
実
施 

 

四
ツ
倉
典
滋
代
表
と
舟
橋
正
浩
事
務
局

兼
会
計
の
２
名
が
岩
内
町
を
経
由
し
て
八

雲
、
せ
た
な
の
両
町
を
訪
れ
、
こ
ん
ぶ
種

苗(

ホ
ソ
メ
コ
ン
ブ)

を
熊
石
水
産
種
苗
生

産
セ
ン
タ
ー(

八
雲)

、
大
成
水
産
種
苗
育

成
セ
ン
タ
ー(

せ
た
な)

両
施
設
の
あ
わ
び

養
殖
用
水
槽
に
投
入
し
ま
し
た
。
投
入
し

た
の
は
種
苗
糸
１
本
、
葉
体(

胞
子
体)

の

浮
遊
体
５
０
０
ml
で
す
。 

 

第
一
回
目
の
養
殖
試
験
に
つ
い

て
は
、
投
入
時
に
種
苗
培
養
水
槽

と
養
殖
用
水
槽
の
水
温
に
差
が
あ

っ
て
、
一
部
先
枯
れ
な
ど
が
発
生

し
、
ま
た
、
大
成
サ
イ
ト
で
は
投

入
し
た
葉
体
が
小
さ
か
っ
た(

平

均
約
０
・
５
cm)

こ
と
と
、
表
層

水
を
利
用
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る

珪
藻
の
繁
茂
が
見
ら
れ
ま
し
た
が
、

そ
の
他
の
成
績
は
優
秀
で
あ
り
、

投
入
１
ヶ
月
後
の
２
月
26
日
に

は
、
大
成
サ
イ
ト
で
の
全
長
が
平

均
５
・
０
cm
、
熊
石
サ
イ
ト
で
の

全
長
が
平
均
３
・
０
cm
に
達
し
ま

し
た
。
こ
の
差
は
主
に
日
照
強
度

と
時
間
、
ま
た
水
温
な
ど
の
差
に

よ
っ
て
発
生
し
た
も
の
と
考
え
ら

れ
て
お
り
、

今
後
の
研

究
に
向
け

て
の
貴
重

な
デ
ー
タ

と
な
り
ま

し
た
。 

  

 
▲大成試験サイトでの投入の様子。四ツ倉助教(左)と

沖崎孝純所長(右) 

 
▲投入されたコンブ葉体浮遊体(大成サイト) 

 
▲投入されたコンブ種苗糸(大成サイト) 

▲熊石試験サイトでの投入の様子。四ツ

倉典滋助教(左)と南部政人主任(右) 

▲熊石試験サイトの様子。 

 

▲熊石サイトでの葉体浮遊体の生育状況 ▲種苗糸付着葉体の生育状況(同左) ▲種苗糸付着葉体の生育状況(大成サイト) 

(2007 年 2 月 21 日撮影)

(2007 年 1 月 26 日撮影) 



事
業
報
告 

２
０
０
７
年
度 

■
第
一
回
陸
上
養
殖
ホ
ソ
メ
コ
ン
ブ
「
お

刺
身
こ
ん
ぶ
」
試
食
会(

せ
た
な
町
大
成

区
・
国
民
宿
舎
・
あ
わ
び
山
荘)

 

２
０
０
７
年
４
月
12
日
実
施 

 

渡
島
信
用
金
庫(

森
町
本
店
、
伊
藤
新
吉

理
事
長)

の
主
催
に
よ
る
、
第
一
回
陸
上
養

殖
ホ
ソ
メ
コ
ン
ブ
「
お
刺
身
こ
ん
ぶ
」
試

食
会
が
、
せ
た
な
町
大
成
区
の
国
民
宿

舎
・
あ
わ
び
山
荘
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

出
席
者
は
越
野
邦
夫
大
成
区
長
、
道
高

勉
せ
た
な
町
副
町
長
、
尾
形
吉
一
道
ぎ
ょ

れ
ん
函
館
支
店
長
の
ほ
か
、
北
川
和
人
ひ

や
ま
漁
協
総
代
や
大
成
水
産
種
苗
育
成
セ

ン
タ
ー
の
沖
崎
孝
純
所
長 

、
栄
田
武
士
係

長
な
ど
、
主
催
の
渡
島
信
用
金
庫
か
ら
も

伊
藤
新
吉
理
事
長
が
臨
席
し
ま
し
た
。 

当
研
究
会
か
ら
は
四
ツ
倉
代
表
、
舟
橋

事
務
局
兼
会
計
、
川
下
浩
一
の
３
名
が
出

席
、
ほ
か
に
、
こ
ん
ぶ
幼
体
の
培
養
作
業

を
実
際
に
行
っ
て
頂
い
た
北
海
道
大
学
室

蘭
臨
海
実
験
所
の
加
藤
弘
美
さ
ん
が
出
席

し
、
計
12
人
が
試
食
を
行
い
ま
し
た
。 

試
食
メ
ニ
ュ
ー
は
「
お
刺
身
こ
ん
ぶ
」

細
切
り
と
あ
わ
び
の
酢
の
物
、「
お
刺
身
こ

ん
ぶ
」
の
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
な
ど
５
品
目
で
、 

各
出
席
者
は
「
熱
湯
に
通
す
と
生
コ
ン

ブ
の
と
き
と
色
が
変
わ
っ
て
面
白
い
」「
歯

ご
た
え
が
残
っ
た
方
が
良
い
」
な
ど
の
感

想
を
述
べ
ま
し
た
。 

                        

■
第
二
回
陸
上
養
殖
ホ
ソ
メ
コ
ン
ブ
「
お

刺
身
こ
ん
ぶ
」
試
食
会(

八
雲
町
熊
石
区
・

熊
石
青
少
年
旅
行
村
／
あ
わ
び
の
里
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
７
会
場)

 

 

２
０
０
７
年
５
月
20
日
実
施 

 

八
雲
町
熊
石
区
の
熊
石
観
光
協
会
主
催

に
よ
る
「
第
13
回
熊
石
あ
わ
び
の
里
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
５
月
20
日(

日)

に
実
施

さ
れ
、
会
場
内
に
特
設
コ
ー
ナ
ー
を
お
借

り
し
て
、
来
場
客
の
み
な
さ
ん
に
、
熊
石

産
陸
上
養
殖
ホ
ソ
メ
コ
ン
ブ
の
試
食
に
参

加
し
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

当
研
究
会
か
ら
は
舟
橋
事
務
局
兼
会
計

が
参
加
し
、
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
式
で
お
刺
身

こ
ん
ぶ
を
提
供
、
来
場
客
の
皆
様
か
ら
、 

「
色
が
変
わ
る
の
が
面
白
い
」「
ど
こ
に
行

っ
た
ら
買
え
る
の
か
」
と
い
っ
た
ご
意
見

を
頂
戴
し
ま
し
た
。 

          

■
長
距
離
輸
送
実
験 

２
０
０
７
年
４
月
26
日
～
５
月
１
日(

せ

た
な
町
→
愛
知
県
安
城
間) 

 

 

大
成
水
産
種
苗
育
成
セ
ン
タ
ー
か
ら
愛

知
県
安
城
市
ま
で
の
長
距
離
輸
送
実
験
が
、 

２
０
０
７
年
４
月
26
日
～
５
月
１
日
の

間
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

実
験
に
は
通
常
の
宅
配
便
を
用
い
、
普

通
便
、
ク
ー
ル(

冷
蔵)

、
ク
ー
ル(

冷
凍)

  

 

▲(左)養殖用水槽からの“水揚げ”の様子 ▲(中)約 2.5 ヶ月で 50cm 超にまで成長したホソメコンブ ▲(右)試食会の様子 

▲熊石での試食会の様子 



今
後
の
予
定 

２
０
０
７
年
度 

の
３
種
類
で
輸
送
し
、
同
時
に
貨
物
内
の

温
度
を
測
定
す
る
こ
と
で
到
着
時
点
～
保

管
状
態
と
輸
送
条
件(

貨
物
内
温
度)

と
の

相
関
を
見
ま
し
た
。 

 

■
例
会 

 

今
年
度
は
、
以
下
の
打
ち
合
わ
せ
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。
議
題
な
ど
詳
細
に
つ
い

て
は
事
務
局
宛
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
４
月
21
日
例
会(

於
・
ホ
テ
ル
フ
レ
ス

コ
・
森
町)

 

議
題 

２
０
０
７
年
度
の
研
究
計
画(

GEL
 

D
es
ig
n

社
と
の
共
同
研
究)(

獲
得
を
目
指

す
研
究
助
成
金
／
Ｊ
Ｓ
Ｔ
・
シ
ー
ズ
展
開

／
Ｍ
Ｅ
Ｔ
Ｉ
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
中
小
企
業

事
業
化)

に
つ
い
て
。
今
後
の
予
備
実
験
予

定(

熊
石
サ
イ
ト
の
試
食
会)(

輸
送
試
験

実
施
サ
イ
ト
の
選
定
、
夏
季
の
養
殖
成
績

評
価)

に
つ
い
て
。
特
許
化
す
る
技
術(

四

ツ
倉
代
表
・GEL

-D
es
ig
n

社)

に
つ
い
て
。 

●
７
月
20
日
例
会(

於
・
札
幌
市
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
ち
え
り
あ
・
札
幌
市
西
区) 

議
題 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
に
つ
い
て
。
新
規

の
研
究
開
発
案
件(

GE
L-
Des

ig
n

社
・
海

洋
探
査
社
／
含
種
苗
塗
料)

に
つ
い
て
。 

  

■
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
設
立
総
会
開
催 

(

２
０
０
７
年
８
月
31
日
・
北
大
創
成
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
棟)

 

 

当
研
究
会
例
会
で
議
論
さ
れ
た
通
り
、

こ
ん
ぶ
研
究
会
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
格
の
取
得

を
目
指
し
ま
す
。 

理
由
は
、 

①
北
海
道
に
お
け
る
こ
ん
ぶ
水
産
資
源
の

重
要
性
が
高
く
、
そ
の
資
源
維
持
と
消
費

拡
大
は
市
民
活
動
的
に
規
模
拡
大
せ
ざ
る

を
得
な
い
。 

②
こ
ん
ぶ
種
苗
の
保
存
活
動
に
必
要
な
技

術
は
北
海
道
大
学
が
ノ
ウ
ハ
ウ
と
し
て
保

持
し
て
お
り
、
こ
の
技
術
供
与
を
受
け
る

た
め
に
は
法
人
格
の
取
得
が
必
要
。 

③
種
苗
保
存
の
公
益
性
の
高
さ
と
、
こ
の

活
動
に
取
り
組
む
こ
と
の
必
要
性
の
高
ま

り
。 

 

以
上
か
ら
、
８
月
31
日
に
北
大
創
成
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
棟
に
お
い
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
北

海
道
こ
ん
ぶ
研
究
会
の
設
立
総
会
が
開
催

さ
れ
、
理
事
11
人
、
監
事
１
人
の
全
員
が

出
席
し
て
成
立
し
ま
し
た
。 

申
請
書
類
は
９
月
26
日
に
道
庁
の
環

境
生
活
部
生
活
局
道
民
活
動
文
化
振
興
課

に
申
請
を
開
始
し
て
お
り
、
現
在
、
道
庁

に
よ
る
書
類
審
査
を
受
け
て
お
り
ま
す
。 

定
款
、
議
事
録
等
は
次
頁
に
記
載
し
ま
す
。 

 

今
後
の
研
究
会
の
活
動
予
定
で
す
。 

■
第
３
回
養
殖
実
験(

大
成
サ
イ
ト
・
９
月

中
旬
～
10
月
中
旬)

 

 

夏
季
養
殖
実
験
に
引
き
続
き
、
第
３
回

養
殖
試
験
を
せ
た
な
町
大
成
区
の
ご
協
力

を
得
て
行
い
ま
す
。
今
回
の
養
殖
試
験
で

は
、
後
述
の
「
し
ん
き
ん
い
い
も
の
フ
ェ

ア
２
０
０
７
」
出
展
用
の
「
お
刺
身
こ
ん

ぶ
」
を
生
産
し
ま
す
。 

■
し
ん
き
ん
い
い
も
の
フ
ェ
ア
出
展(

ホ

テ
ル
ロ
イ
ト
ン
札
幌
・
10
月
19
日
予
定)

 

 

渡
島
信
用
金
庫
様
の
ご
厚
意
で
、
し
ん

き
ん
い
い
も
の
フ
ェ
ア
２
０
０
７
へ
の

「
お
刺
身
こ
ん
ぶ
」
出
展
が
決
定
し
ま
し

た
。
同
フ
ェ
ア
は
一
般
消
費
者
向
け
イ
ベ

ン
ト
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
バ
イ
ヤ
ー
向

け
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
た
め
、
準
備
す
る
「
お

刺
身
こ
ん
ぶ
」
の
量
は
少
な
く
て
も
出
展

可
能
と
判
断
し
ま
し
た
。 

■G
EL
-D
es
ign

社
開
発
試
験(

熊
石
サ
イ

ト
・
10
月
下
旬
予
定)

 

 

今
年
４
月
、
北
海
道
大
学
に
発
明
届
を

提
出
し
た
案
件
の
『
種
苗
糸
』
に
つ
い
て
、

そ
の
性
能
評
価
や
製
造
法
の
適
否
を
判
定

し
ま
す
。 

  


